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１【提出理由】
当社及び連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事
象が発生いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内
閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規定に基づき提出するものであります。

２【報告内容】
平成24年10月26日、当社グループと英国ViiV Healthcare Ltd.（以下ＶｉｉＶ社）は、当社とＶ
ｉｉＶ社との合弁契約によって設立したシオノギＶｉｉＶヘルスケア，Ｌ．Ｐ．（当社グループ
持分50％、持分法適用関連会社、以下ＪＶ）において所有しているＨＩＶインテグレース阻害薬ド
ルテグラビル（一般名、塩野義製薬 開発番号：S-349572、以下ＤＴＧ）及び関連製品（ＤＴＧ、そ
の他のインテグレース阻害薬S-265744またはS-247303を含有する合剤を含む）に関する新たな枠
組みについて契約を締結しました。

当社グループは当初、開発化合物を開発・販売することを目的としてＪＶを設立し、ＤＴＧ及び
関連製品を中心に開発を進めてまいりました。

しかし、今後のＨＩＶ治療では配合剤が主となることが予想され、ＤＴＧのみをアセットとする
ＪＶでは今後の展開に複雑な取扱いが必要となること、当社が平成20年にサイエルファーマ，ＩＮ
Ｃ．（現シオノギＩＮＣ．）を買収したことによって、ＪＶ設立時に想定していたＪＶを足がかり
とする米国販売拠点設立の必要性が低下したこと、シオノギＩＮＣ.の販売はプライマリケア領域
がメインであり、ＨＩＶ治療薬とは販売形態が違うことなど、時間の経過に伴って状況の変化が現
れてきたことから、新たな枠組みの議論を開始しておりました。

そして、平成24年10月に新薬承認申請を行うために必要な臨床試験データの取得が完了し、平成
24年中にＤＴＧの新薬承認申請を行う予定となったことを機に、当社グループのＪＶ持分すべてを
ＶｉｉＶ社に移転し、対価としてＶｉｉＶ社株式の10％を取得する契約の締結に至りました。なお、
ＤＴＧの新薬承認申請は、平成24年12月に行われました。

(1）投資有価証券交換益の計上

①　当該事象の発生年月日

平成24年10月26日

 

②　当該事象の内容

上記、抗ＨＩＶ薬に関するＶｉｉＶ社との契約締結に伴い、当社グループのシオノギＶｉ

ｉＶヘルスケア，Ｌ．Ｐ．持分の簿価と、ＶｉｉＶ社株式10％の時価（公正価値）との差

額を特別利益（投資有価証券交換益）として計上いたしました。

 

③　当該事象の連結損益に与える影響額

平成25年３月期第３四半期の当社連結決算において、411億18百万円を投資有価証券交換

益として計上いたしました。

 

(2）のれん及び無形資産の減損損失計上

①　当該事象の発生年月日

平成24年10月31日（評価基準日かつ認識日）

 

②　当該事象の内容

上記契約締結を機に、米国事業の経営リソースの再配分を検討した結果、米国子会社シオ

ノギＩＮＣ.が取り扱っている品目に係る販売権等について減損損失が発生いたしました。

また、のれんについても、医薬品事業全体から米国事業へのグルーピング変更に伴い、のれ

んの公正価値を再評価した結果、帳簿価額を下回ることとなったため、当社連結決算におい

て、当該のれんの減損損失を計上いたしました。

 

③　当該事象の連結損益に与える影響額
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平成25年３月期第３四半期の当社連結決算において、のれんの減損損失として254億18百

万円及び無形資産の減損損失として139億41百万円を計上いたしました。

 

(3）関係会社株式評価損の計上

①　当該事象の発生年月日

平成24年12月31日

 

②　当該事象の内容

上記(2）のれん及び無形資産の減損損失計上に伴い、当社が保有する米国子会社シオノギ

ＩＮＣ.株式の実質価額が帳簿価額の50％を下回ったため、関係会社株式評価損を計上いた

します。

 

③　当該事象の損益に与える影響額

平成25年３月期の当社個別決算において、関係会社株式評価損1,101億３百万円を特別損

失として計上いたします。

以　上
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